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静岡県磐田市中泉
大正2年（1913）駅舎の改築工事

開業後の中泉停車場の繁盛ぶりについて、「乗客頗る多きのみならず、荷物も非常に輻輳し、東
海道鉄道停車場中屈指の場所なり」と『静岡大務』は報じている。停車場開設は、磐田地方の交
通と産業の発展に多大な影響を及ぼした。

JR東海　磐田駅　ーウィキペディア（Wikipedia）ー
　1889年（明治22年）4月16日 - 中泉駅（なかいずみえき）として、官設鉄道 静岡 - 浜松間開通時に開業
　当時は、駅舎が現在よりもやや西にあったとされている。
　1942年（昭和17年）10月10日 - 磐田駅に改称

すこぶ ふくそう
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袋
井
市
地
震・津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
３

「
人
命
被
害
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て

静
岡
県
は
、平
成
25
年
６
月
、静
岡
県
第

４
次
地
震
被
害
想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
想
定
で
は
、過
去
数
百
年
間
に
経
験

し
て
き
た
地
震・津
波
を
基
本
と
し
た
想
定

（
レ
ベル
１
）と
、東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
考
慮
し
た
地
震・津
波
の
想
定

（
レ
ベ
ル
２
）の
２
つ
の
想
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。袋

井
市
は
、こ
の
レ
ベル
２
の
被
害
想
定
に

よ
る
と
、最
大
震
度
７
の
区
域
が
市
全
域
面

積
の
86
％
、最
大
津
波
高
が
10ｍ
、人
的
被

害（
死
者
数
）が
約
６
０
０
人
、建
物
被
害

（
家
屋
全
壊・焼
失
棟
数
）が
約
１
５
、０
０

０
棟
と
な
って
い
ま
す
。
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死
者
数
６
０
０
人・建
物
全
壊
１
５
、０
０
０
棟

静岡県第4次地震被害想定における袋井市の状況

袋井市では、静岡県第4次地震被害想定の発表を踏まえ、南海トラフ巨大地震などの大規模災
害に備えるとともに、災害発生時の被害をできる限り軽減するため、平成26年３月、「袋井市地震・津
波対策アクションプログラム2013」を策定し、さらなる地震・津波対策の強化を図っています。

【主要な取り組み】

袋井市地震・津波対策アクションプログラム２０１３
～「人命被害ゼロ」を目指して～

想定区分 レベル１ レベル２
震度

津　　波

建物被害

人的被害

最大津波高

全壊・焼失

半壊

死者

重傷者

軽傷者

浸水面積
（1㎝以上）

震度7 （61.5％）
震度6強 （38.5％）

震度7 （86.1％）
震度6強 （13.9％）

5ｍ

0.3ｋ㎡

約13,000棟

約9,300棟

約400人

約2,300人

約2,600人

10ｍ

2.5ｋ㎡

約15,000棟

約9,600棟

約600人

約2,700人

約3,000人

①津波被害への対策

②地盤災害への対策

③原子力災害への対策

④公共施設の地震対策

⑤一般住宅の地震対策

⑥防災関連施設・設備の整備

⑦地域防災力の強化

⑧医療救護の対策

⑨市民への広報啓発と情報伝達の迅速化

⑩ライフライン等の対策

⑪復旧・復興への対策

津波避難施設の整備など13項目

土砂災害防災訓練の実施など8項目

国、県、近隣市町との連携強化など10項目

照明器具等の落下防止など9項目

ブロック塀等撤去事業など11項目

備蓄食糧整備事業など11項目

可搬ポンプ・ろ水機の更新及び新設など12項目

地域医療救護訓練実施など7項目

同報無線難聴地域の解消など10項目

応急復旧対応の体制強化など4項目

広域相互支援推進事業など5項目

実
施
事
業（
100
ア
ク
シ
ョ
ン
）

基
本
目
標「
人
命
被
害
ゼ
ロ
」

施
策
の
柱（
11
項
目
）

①津波対策の推進　②住宅の耐震補強のさらなる推進　③家庭内減災対策事業（家具固定・耐震
シェルター）及びブロック塀耐震改修の推進　④公共施設の耐震化・液状化対策の推進　⑤避難所
施設の確保　⑥情報伝達の強化　⑦備蓄品の拡充　⑧自助・共助のさらなる強化　⑨土砂災害防
止などの促進　⑩医療救護体制の充実　⑪原子力広域避難計画の策定　⑫復旧・復興への対応
⑬同時被災リスクの少ない自治体間の連携強化　⑭防災機能の充実

主な地震・津波対策事業の概要

東南海地震（昭和19年）　死者149人・全壊棟数3,867棟

【一般住宅の地震対策】
◇一般住宅耐震補強事業　　　　　　　　　
◇ブロック塀撤去・家具固定・
　耐震シェルター整備事業

S56以前建築の
木造住宅耐震化目標

92％

【公共施設の地震対策】　　　　　　
◇避難所天井落下・ガラス飛散防止◇緊急輸送路等整備事業
【防災関連施設・設備の整備】
◇食料・飲料水、防災資機材の整備拡充◇防災拠点施設整備

【地震対策】

安心・安全なまちづくりを進めます 資料提供：袋井市防災課

震度７：市全域の８６％ 静岡県第4次地震被害想定

あの時の被害を二度と
　　　　よみがえらせない・・・

袋井局 145 局
浅羽局 71 局

◇同報無線デジタル化整備事業（H27～H28）
　・戸別受信機の配布（難聴地域及び自治会長等）
　・各地域の子局の増設
◇メローねっと（メール配信サービス）の登録推進

【情報伝達の強化】

【津波対策】

◇「命」を守る 命山整備事業　４箇所整備
◇「財産」を守る 袋井市静岡モデル
 （防潮堤）整備

最大津波高10ｍ
静岡県第４次地震被害想定

袋井市は、第4次被害想定では、津波被害はほとんど想
定されていません。しかしながら、より安全度の高いまち
づくりを進めるため、独自のシミュレーションを実施し、
対策を進めています。

袋井市静岡モデル（防潮堤整備事業）
盛土：12mまで盛土
区間：海岸線5.35km
期間：概ね15年

嵩上げ
現況　9m

浅羽海岸5.35km
湊命山（H25.12完成）

住宅耐震化率の推移と目標

平成26年度～27年度施工箇所

わが街の
防災対策
シリーズ

◇基本目標：死者を出さない「人命被害ゼロ」
◇計画期間：平成25年度～平成34年度までの10年間
◇被害軽減対策の実施基準：最大クラスの地震・津波による被害想定「レベル２」に対応
※詳しくは、袋井市のホームページをご覧ください。
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そ の 他 予約可　コースメニュー有　駐車場有

今
回
は
、御
前
崎
市
に
あ
り
ま
す

「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
カ
フ
ェ
御
前
崎
」さ
ん
で
す
。

こ
の
カ
フ
ェ
は
、２
０
１
４
年
に
全
国
で
２
件

目
と
な
る「
渚
の
交
番
」が
御
前
崎
市
に
整
備
さ
れ
、

そ
こ
に
併
設
す
る
形
で
誕
生
し
ま
し
た
。ハ
ワ
イ

ア
ン
ス
タ
イ
ル
の
店
内
は
、落
ち
着
き
の
あ
る
シ
ッ

ク
な
内
装
と
な
っ
て
お
り
、休
日
に
は
県
外
か
ら

の
お
客
様
も
多
く
訪
れ
ま
す
。メ
ニ
ュ
ー
は
地
元

御
前
崎
の
食
材
を
使
用
し
た
料
理
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、タ
イ
料
理
の
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
プ
レ
ー
ト
や

ハ
ワ
イ
を
代
表
す
る
ロ
コ
モ
コ
プ
レ
ー
ト
、ス

ウ
ィ
ー
ツ
な
ど
も
多
く
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。メ

ニ
ュ
ー
に
は
四
季
を
取
り
入
れ
、季
節
ご
と
に
入

れ
替
え
て
い
ま
す
。室
内
は
テ
ー
ブ
ル
席
、カ
ウ
ン

タ
ー
席
、ソ
フ
ァ
ー
席
も
あ
り
小
さ
な
お
子
様
連

れ
の
お
客
様
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、テ
ラ
ス
席
で
は
季
節
の
風
を
感
じ
な

が
ら
目
の
前
の
海
を
眺
め
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
薮
田
晃
彰
氏
よ
り

灯
台
も
あ
り
、海
産
物
も
豊
富
で
す
が
観
光
客

に
と
っ
て
、た
だ
通
り
過
ぎ
る
だ
け
の
地
区
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

「
御
前
崎
に
も
っ
と
人
が
き
て
も
ら
い
た
い
」、「
地

元
の
Ｐ
Ｒ
」が
で
き
る
よ
う
な
場
所
、ゆ
っ
く
り

休
ん
で
地
元
の
食
材
を
食
べ
ら
れ
る
場
所
が
あ
っ

て
も
良
い
と
思
い
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
を
開
き
ま
し
た
。市

内
だ
け
で
な
く
他
県
な
ど
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来

て
く
だ
さ
る
方
も
増
え
ま
し
た
。是
非
、海
の
見

え
る
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
で
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。店
内
だ
け
で
な
く

天
気
の
良
い
日
に
は
テ
ラ
ス
席
も
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
外
で
の
食
事
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

潮
風
に
抱
か
れ
な
が
ら
海
を
眺
め
る

　
　
至
福
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
は

　
　
　
　
い
か
が
で
す
か
？

コース料理 ロコモコプレート

オリジナルチキンカレー 御前崎ストロベリーパンケーキ
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舟
ヶ
谷
城

第
六
回
目
は
、御
前
崎
市
新
野
地
区
に
あ
り
ま
す「
舟
ヶ
谷
城
」を
紹
介
し
ま
す
。

⑥

中
東
遠
の
城
跡
を
訪
ね
る

兵
ど
も
が
夢
の
跡

御前崎市新野 舟ヶ谷城

今回は、「これからの建設業に携わっていく若者を増やしていこう」、「建設業に興味をもってもらおう」という取
り組みについてご紹介します。
建設業に携わる若者が年々減少し、イメージについても、いわゆる「３K（きつい・きたない・危険）産業であると言
われてきた過去もあり、良いイメージを持たれている産業ではありません。
しかし、豪雨等の災害時や雪氷対策など建設業者がいち早く対応し、地域の安全・安心を守っているということ
を知っている方は、残念ながら少ないのではないでしょうか。
これからは、建設業の必要性をPRすることは勿論必要ですが、「建設業がより身近なものである」ということ、

「ふれてもらう・体験してもらう」ことで、「建設業って面白い」と現場見学や職場体験を通じてより多くの人に感じ
てもらえればと思っています。
地道な活動で遠回りのように感じますが、現場を見てふれたり体験したりする時期は、「早ければ早いほど、より
インパクトがあり、いいのでは？」という思いを持って活動をしています。
ここでの体験が進路選択の際に、いいイメージとして影響し、最終的には建設業に携わる若者が増えていくこと
につながってくる事を願っています。

現場見学会＆職場体験学習

H27.3　小学生下水道現場見学会

H27.9　中学生職場体験学習

H28.1　小学生吉岡橋現場見学会

工事現場の説明、マンホールへの記念寄書き、掛川市生物循環パビリオンの見学を実施

測量体験、建設機械の搭乗体験、建設現場作業体験等を実施

工事現場の説明、鉄筋結束作業体験、建設機械の搭乗体験等を実施

舟ヶ谷城周辺

御
前
崎
市
新
野
に
あ
る
舟
ヶ
谷
城
は
、牧
ノ
原

台
地
が
新
野
の
中
心
部
に
張
り
出
し
た
先
端
に

位
置
し
、「
新
野
左
馬
助
親
矩
」の
居
城
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

城
は
、東
方
に
位
置
す
る「
八
幡
平
城
」と
尾

根
で
連
な
っ
て
お
り
、地
形
を
利
用
し
て
土
塁
を

構
え
、腰
曲
輪
、出
曲
輪
、堀
割
な
ど
で
防
備
を

固
め
る
な
ど
、見
事
な
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
し
た

が
、現
在
は
、大
部
分
が
消
滅
し
て
い
ま
す
。

新
野
左
馬
助
親
矩

新
野
氏
は
、現
在
の
御
前
崎
市
新
野
の
地
頭

で
今
川
氏
の
支
流
と
さ
れ
て
お
り
、左
馬
助
親
矩

は
、縁
戚
で
あ
る
井
伊
氏（
浜
松
市
北
区
井
伊
谷

城
主
）を
根
絶
し
よ
う
と
す
る
今
川
氏
真
か
ら

「
妹
の
娘
直
虎（
次
郎
法
師
）」や
、後
に
徳
川
四

天
王
の一
人
と
し
て
活
躍
し
た「
直
政（
幼
名
虎

松
）」を
身
を
も
っ
て
か
く
ま
い
守
り
通
し
、井
伊

氏
存
亡
の
危
機
を
救
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
矩
の
墓
石
が
左
馬
武
神
社
に
祭
ら
れ
て
お

り
、新
野
左
馬
助
公
顕
彰
会
で
新
茶
を
献
上
す

る「
顕
茶
会
」を
行
い
遺
徳
を
偲
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
は
、直
虎（
次
郎

法
師
）を
主
人
公
と
し
た「
お
ん
な
城
主
直
虎
」

に
決
ま
り
、左
馬
助
親
矩
も
表
舞
台
に
出
る
と

思
い
ま
す
。

未来へつなごう！小・中学生
のための

遠州灘

鈴木東洋氏「城きちがいの寝言」より引用

新
野
左
馬
助
親
矩
公
を

　
　
祭
っ
た
左
馬
武
神
社
参
道

提供：（株）藤本組



広報委員おつかれさまでした。
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日
本
人
は
桜
が
好
き
だ
。咲
き
始
め
の

頃
、ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
の
中
、川
緑
の

道
を
歩
く
の
は
と
て
も
気
分
が
い
い
。春
の

暖
か
い
風
を
感
じ
、舞
い
散
る
花
を
遠
く
か

ら
眺
め
る
の
も
風
情
が
あ
る
。

五
年
前
、大
き
な
地
震
が
こ
の
国
を
襲
っ

た
。そ
し
て
、原
発
事
故
。桜
の
花
が
咲
く

と
思
い
出
す
。悲
し
み
。ど
こ
に
ぶ
つ
け
て

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
怒
り
。不
安
。そ
し

て
、助
け
合
い
。守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
。ど
の
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
け
ば
い

い
の
か
。何
を
信
じ
て
、何
を
守
れ
ば
い
い

の
か
。そ
ん
な
気
持
ち
を
。

四
月
。新
し
い
生
活
が
始
ま
る
。新
入
生

は
学
校
で
、新
社
会
人
は
会
社
で
。人
事
異

動
で
新
し
い
部
署
、新
し
い
仕
事
。新
し
い

ス
タ
ー
ト
。

散
っ
た
桜
の
花
の
後
に
は
、新
し
い
芽
が

吹
き
、や
わ
ら
か
な
葉
が
出
て
く
る
。そ
し

て
、勢
い
の
あ
る
葉
桜
に
な
る
。葉
桜
は
、

暑
い
夏
に
負
け
な
い
。青
々
と
し
た
樹
木
に

な
る
。

同
じ
日
本
と
い
う
国
で
生
き
て
い
く
者

と
し
て
、同
じ
時
間
を
共
有
す
る
者
と
し

て
。そ
し
て
、建
設

業
に
か
か
わ
る
者
と

し
て
、震
災
の
現
実

を
忘
れ
ず
、共
に
過

ご
す
大
切
な
人
達
を

守
れ
る
よ
う
に
、葉

桜
の
よ
う
な
力
強
い

樹
木
を
目
指
そ
う
と

思
う
。

（
N・M 

）

「
葉　
桜
」

協
会
活
動
報
告

平成27年11月～
平成28年2月

11
／
9（
月
） 平
成
27
年
度 

第
5
回
理
事
会

●
袋
井
土
木
事
務
所
及
び
中
遠
農
林
事
務
所
と
の

　
意
見
交
換
会
テ
ー
マ

●
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
候
補
者
の
推
薦

●
協
会
活
動
報
告
及
び
委
員
長
報
告

●
県
協
会
理
事
会
等
の
結
果
報
告

●
相
談
役
の
辞
任　
ほ
か

12
／
11（
金
） 平
成
27
年
度 

第
6
回
理
事
会

●
全
建
表
彰
及
び
県
協
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

●「
新
年
の
つ
ど
い
」の
開
催

●
協
会
活
動
報
告
及
び
委
員
長
報
告

●
県
協
会
理
事
会
等
の
結
果
報
告

●
ふ
じ
の
国
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

●
道
路
啓
開
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
計
画
策
定
、道
路
啓
開

　
図
上・実
動
訓
練
の
実
施

●
磐
田
農
業
高
校
生
の
現
場
見
学
会
の
現
場
選
定
等

　
の
協
力
依
頼　
ほ
か

2
／
12（
金
） 平
成
27
年
度 

第
7
回
理
事
会

●
平
成
28
年
度
予
算
案（
素
案
）に
つ
い
て

●
袋
井
建
設
業
協
会
等
の
次
期
役
員・委
員
の
選
任

●
会
員
研
修
の
実
施

●
安
全
祈
願
祭
の
実
施

●
協
会
活
動
報
告
及
び
委
員
長
報
告

●
県
協
会
理
事
会
等
の
結
果
報
告

●
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の
埋
却
業
務
に
関
す

　
る
事
前
調
査
の
試
行

●
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
演
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配
布

●
建
産
連
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦　
ほ
か

※
輸
入
初
生
ひ
な
検
査
所
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

　
ン
ザ
発
生
時
の
埋
却
作
業
の
協
力
依
頼

　
（
㈱
日
本
シ
ェ
ー
バ
ー
）

役
員
視
察
研
修
会

11
／
15（
日
）〜
16（
月
）

漆
器
職
人
の
匠
の
力
が
集
結
し
た
芸
術
の
館「
山
中

座
」 （
石
川
県
加
賀
市
）

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構　

高
速
増
殖
原
型
炉

「
も
ん
じ
ゅ
」（
福
井
県
敦
賀
市
）

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

11
／
11（
水
）

　
静
岡
県
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
演
習
参
加（
県
主
催
）

　
会
場：農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー【 

参
加
者
13
名 

】

■
技
術
委
員
会　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

12
／
４（
金
）〜
５
日（
土
）

　
㈱
ア
ル
フ
ァ
コ
ッ
ク
ス
主
催

　

3D
BASECAM

P 2015 in JAPAN

　
受
講

　
（
東
京
都
）【 

参
加
者
6
名 
】

11
／
12（
木
）

　
道
路
啓
開
実
動
訓
練
の
事
前
打
合
せ

　
（
県
西
部
危
機
管
理
局
職
員
来
所
）

11
／
20（
金
）

　
平
成
27
年
度
第
2
回
道
路
計
画
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
計

　
画
策
定
及
び
第
1
回
道
路
啓
開
図
上・実
動
訓
練
説

　
明
会（
県
西
部
危
機
管
理
局
）

12
／
9（
水
）

　
道
路
啓
開
ル
ー
ト
へ
の
割
付
に
関
す
る
打
合
せ

　
（
袋
井
土
木
事
務
所
）

12
／
18（
金
）

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
打
合
せ

　
（
県
西
部
家
畜
保
健
所
職
員
来
所
）

12
／
24（
木
）

　
第
1
回
静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会
及
び

　
道
路
啓
開
ル
ー
ト
へ
の
建
設
業
各
社
の
割
付
打
合
せ

　
（
県
西
部
危
機
管
理
局
）

11
／
9（
月
）

　
足
場
の
組
立
て
等
に
係
る
特
別
教
育（
３
時
間
教
育
）

　
会
場：大
須
賀
商
工
会　
【
参
加
者
34
名
】

11
／
12（
木
）

　
足
場
の
組
立
て
等
に
係
る
特
別
教
育（
３
時
間
教
育
）

　
【
参
加
者
39
名
】

1
／
16（
土
）

　
酸
素
欠
乏・硫
化
水
素
危
険
作
業
特
別
教
育【
参
加
者
35
名
】

1
／
8（
金
）

　
第
2
回
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
計
画
策
定
及
び
第
1
回
大

　
規
模
図
上
訓
練・道
路
啓
開
実
動
訓
練
打
合
せ
会　

　
（
県
西
部
危
機
管
理
局
）

1
／
15（
金
）

　
地
震
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
2
0
1
6

　
「
大
規
模
図
上
訓
練
」へ
の
参
加（
県
主
催
）

　

 

リ
エ
ゾ
ン
の
派
遣
、臨
時
電
話
に
よ
る
情
報
伝
達
、

　
被
災
写
真
の
送
信

　
会
場：県
西
部
危
機
管
理
局 【
参
加
者
５
名
】

1
／
20（
水
）

　
西
部
地
域
口
蹄
疫
防
疫
訓
練
へ
の
参
加（
県
主
催
）

　
会
場：静
岡
県
農
林
大
学
校 【 

参
加
者
17
名 

】

■
正
副
会
長
会
議

11
／
9（
月
）、12
／
11（
金
）、2
／
12（
金
）

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項  

■
総
務・労
務
委
員
会

11
／
9（
月
）、12
／
11（
金
）、2
／
12（
金
）

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

　
磐
田
農
業
高
校
生
建
設
現
場
見
学
会

12
／
11（
金
） 

中
部
電
力
㈱
と
の
打
合
せ
会

12
／
25（
金
） 

磐
田
農
業
高
校
と
の
打
合
せ
会

２
／
４（
木
） 

建
設
現
場
見
学
会
の
開
催

 

環
境
科
学
科
2
年
生　
19
名

  

①
㈱
藤
本
組
施
工

 

高
田
橋
橋
脚
補
強
工
事（
掛
川
市
高
田
）

 

②
浜
岡
原
子
力
発
電
所
防
波
壁
等

理
事
会

委
員
会
等
報
告

表
　
彰

そ
の
他
の
行
事

研
修
会
・
講
習
会

当
協
会
で
は
、災
害
発
生
時
に
お
い
て
、個
々
の
会
員

企
業
の
従
業
員
の
安
否
や
被
災
状
況
を
即
座
に
把
握
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、毎
月
テ
ス
ト
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、通
常
の
状
態
へ
の
早
期
復

帰
が
可
能
と
な
り
、災
害
時
の
素
早
い
復
旧
等
に
よ
り

地
域
の
安
全・安
心
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

災
害
時
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

　
　「
安
否
コ
ー
ル
」の
運
用

平
成
27
年
９
月
９
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
当

協
会
の
元
会
長
で
あ
っ
て
相
談
役
の「
増
田
義

郎
」氏
に「
叙
位
」が
発
令
さ
れ
、12
月
24
日
、自
宅

に
お
い
て
御
遺
族
に
対
し
て
位
記
の
伝
達
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
達
者：大
石
勝
彦　
県
秘
書
課
長

受
領
者：増
田
清
人 

代
表
取
締
役( 

㈱
増
田
組)

■
技
術
委
員
会　
土
木
部
会

11
／
27（
金
）

　

袋
井
土
木
事
務
所
等
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　
袋
井
建
設
業
協
会
１４
名
、袋
井
土
木
事
務
所
１１
名
、

　
交
通
基
盤
部
技
術
管
理
課
２
名
、関
係
市
町
４
名

　
中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　
袋
井
建
設
業
協
会
１４
名
、中
遠
農
林
事
務
所
５
名

　
袋
井
土
木
事
務
所（
技
術
管
理
課
）13
名・市
町
5
名

■
広
報
委
員
会

11
／
17（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
135
号
」の
校
正

12
／
1（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
135
号
」の
発
行　

12
／
15（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
136
号
」の
編
集
計
画

1
／
19（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
136
号
」の
編
集
会
議 

2
／
16（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
136
号
」の
編
集  

■
安
全
委
員
会

11
／
5（
木
）〜
２
／
10（
水
）

　
各
地
区
安
全
指
導
者
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

11
／
25（
水
）

　
年
末
官
民
合
同
建
設
工
事
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル

　
建
設
現
場
11
箇
所：小
笠
2
、掛
川
3
、磐
田
3
、袋
井・森
3

　
４
班
／
２７
名
体
制：袋
井
分
会
20
名
、磐
田
労
基
署
3

　
名
、袋
井
土
木
1
名
、中
遠
農
林
2
名
、企
業
局
1
名

2
／
5（
金
）

　
西
部
地
域
道
路
啓
開
実
動
訓
練
へ
の
参
観

　
土
砂
災
害・津
波
堆
積
物
か
ら
の
車
両
救
出
訓
練

　
会
場：新
都
田
市
民
セ
ン
タ
ー  【
参
加
者
12
名
】

1
／
29（
金
）〜
2
／
6（
土
）

　
大
雪
時
を
想
定
し
た
災
害
対
策
基
本
法
適
用
に

　
伴
な
う
初
動
訓
練 

雪
氷
委
託
会
員
及
び

　
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
貸
し
出
し
会
員
企
業（
県
主
催
）

1
／
7（
木
）

　
「
新
年
の
つ
ど
い
」の
開
催　
〝
躍
動
の
年
に
〞

2
／
10（
水
）

　
監
理
技
術
者
テ
レ
ビ
講
習【
参
加
者
30
名
】

一、 

叙
位

組
合
優
良
職
員

伊
藤
真
弓(

袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合)

二
、 

中
小
企
業
団
体
中
央
会 

会
長
表
彰

■
小
笠
地
区

　
増
田
慎
平 

　
（
株
）増
田
組

　
落
合
康
孝

 　
菊
川
建
設（
株
）

■
磐
田
地
区

　
森
田
茂
樹

 　
乗
松
建
設（
株
）

今
月
号
を
も
っ
て
以
下
の
三
名
が

広
報
委
員
を
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。



■実施日 平成27年11月25日（水）
■実施箇所　管内11箇所

これいいね！

平成27年度官民合同パトロールを実施しました。

すぐ直そう！

■参加者27名 袋井建設業協会(建災防袋井分会)　20名
 磐田労働基準監督署　　3名 袋井土木事務所　　1名
 中遠農林事務所　　　　２名 企業局西部事務所　1名

良い事例に学び、各自の現場での活用をお願いします。パトロールにおける安全指導者の目は、
現場での「まさか」の事故を防止出来る機会だと思いますので積極的に要請をお願いします。
また、経営トップによる現場安全巡視の継続実施をお願いします。

安全指導者から

お問い合せ先　袋井建設業協会　TEL 0538-42-4338   URL http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp
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平成28年4月1日発行

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

136
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

保安施設 保安施設施工現場 安全衛生

参加者 パトロール実施 参加者全員によるパトロール報告会

道路狭小部に赤色灯、投光器、
チューブライト等により照明設
備が充実している。

バックホウの立入禁止範囲を明
確にし、かつ旋回範囲内の事故
対策がされている。作業員の安
全意識が高められている。

現場内で作業分担がチョッキ
により明確化されている。

第三者の通行が予測される場所
への対応が不十分。
段差対策（摺り付け等）の処置が必
要、安全標識の設置をしよう。

作業主任者
技能講習科目 型枠

６/1（水）～2（木） ６/8（水）～9（木） ６/21（火）～23（木）

平成28年３月末時点で該当の作業に３年以上の経験のある２１歳以上の人

窓口5月20日（金）～5月27日（金）　※振込希望者は別途

4月4日（月）から協会窓口で受講希望者に配布します。
但し、郵送希望の場合は、所定用紙(袋井建協HP掲載)により事務局に依頼のこと。

足場 地山土止

開催日

受講条件

申込用紙

受付期間

刈払機取扱作業者教育

開 催 日 ４月21日（木）
受付期間 ４月4日（月）～４月15日（金）

開 催 日  ５月26日（木）
受付期間 ４月4日（月）～５月18日（水）

開 催 日 ５月12日（木）
受付期間 ４月4日（月）～５月2日（月）

技能講習・特別教育その他安全関係講習会 会場：袋井建設業会館受講者募集！！

・舗装等で摺り付け
・段差注意の看板設置
・夜間照明設置等

第三者事故防止対策！

建設業等における作業者のための熱中症予防教育

足場の組立て等の業務に係る特別教育（3時間教育）

■足場の組立て等作業主任者能力向上教育　7月12日（火）予定　　※詳細は袋井建設業協会HPをご確認ください。

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

136.pdf   2   2016/03/18   16:53




